
予算要求資料
平成29年度当初予算　支出科目　款：農業費　項：農業振興費　目：主要農作物対策費
	事業名　県産米競争力強化推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産園芸課　米麦大豆係　電話番号：058-272-1111（内　2863）

　　　　　　　E-mail：c11423＠pref.gifu.lg.jp
１　事業費　7,050千円（前年度予算額： 5,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000

	要求額
	7,050
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,050

	2月2日時点
査定額
	7,050
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,050

	決定額
	7,050
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,050


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
· 気候変動などに加え、ＴＰＰ協定調印、米の生産調整制度見直しなどによる生産・販売環境の激変を見込み、県産米の競争力を高める早期の取組が必要である。
· 全国半数の都道府県が食味ランキング最高位「特Ａ」を獲得する中、産地間競争に打ち勝つためには「特Ａ」の獲得および維持が必須である。

· 産地指導を行う県職員等の食味官能評価の経験が不足している。
· 県産米の主要品種であるハツシモは全国的に流通が少なく、米余剰時に価格を下げやすい。
· 高温により早生・中生品種を中心に米が白く濁る障害が発生し、外観品質の低下がみられる。

· 県育成酒造好適米「ひだほまれ」は酒造メーカーとの契約栽培により、主食米と比較し安定した価格で取引されている。
（２）事業内容

　　○ぎふ米競争力強化会議の推進
　　　・良食味米づくりや販路開拓に関する先進事例の調査・研究

　　　・米消費動向や気候変動等に対応した競争力の高い県産米づくりの推進

　　　・主力品種「ハツシモ」を対象にした食味実態調査と衛星データ活用によ
　　　　る品質・食味のボトムアップ
〇食味ランキング「特Ａ」獲得に向けた内部品質（味）の向上

　・良食味米の栽培方法の確立に向けた栽培実証（２５カ所）
・（一財）日本穀物検定協会による分析評価（５０点）
・地域版食味コンテストを通じた食味に関するデータ収集
・米の食味評価に関する専門知識を有する職員等の育成研修（３回）

○高温環境下における外観品質の向上

・高温障害対策会議の開催、高温に強い新品種の選定
○酒米・もち米の生産振興

　　　・穂肥施用の省力化にむけた肥料試験の実施（１回）
　　　・新たな酒造好適米品種の栽培実証（２地域）
　　　・生産者と実需者との情報交流機会の創出（１回）
（３）県負担・補助率の考え方

　 　 ・県産米全体の評価を向上させる取組みであり、県負担は妥当。
（４）類似事業の有無　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	    676
	業務旅費、依頼旅費

	需用費
	    230
	実証ほ消耗品費、実証ほ調査燃料費、モニター用米等

	役務費
	     34
	郵便料、電話料

	委託料
	  6,076
	食味官能分析、食味官能講習会、食味コンテスト、衛星データ

	報償費
	  　 24
	講師費用弁償

	使用料
	10
	会場使用料

	合計
	  7,050
	


	　２月２日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　ぎふ農業・農村基本計画（Ｈ２８－３２）
　　　　２　売れるブランドづくり

　　　　　（１）水田農業の競争力強化　－　①特徴ある米づくり
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・米の消費量が減少傾向にある中で、食味や外観品質などに着目し、様々な切り口から差別可能な売れる米づくりを推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	米の食味ランキング（美濃ハツシモ）
	Ａ’
（H26）
	Ａ
（H27）
	（H  ）
	Ａ
（H28）
	特Ａ
（H30）
	0％


	米の食味ランキング（美濃コシヒカリ）
	設定なし
（H26）
	特Ａ
（H27）
	（H　）
	特Ａ
（H28）
	特Ａ
（H30）
	100％


	米の食味ランキング（飛騨コシヒカリ）
	Ａ
（H26）
	特Ａ
（H27）
	（H　）
	特Ａ
（H28）
	特Ａ
（H30）
	100％



※Ｈ２６時点は平成２５年産米、Ｈ２７時点は平成２６年産米の食味ランキン

　グ結果による。

※現在値は最近のランキング結果に基づく。

○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	◆ぎふ米競争力強化会議の設置
・生産者代表、関係団体、県関係機関担当者を構成員とする推進会議を設置
　し、情報共有等を目的とした検討を行った。

　5/17第１回会議　於：県中濃総合庁舎

　6/29研究会（ハツシモ）　於：県シンクタンク庁舎

　8/29第２回会議　於：県可茂総合庁舎
（予定）１月中旬　第３回会議（場所未定）

　　　　２月１５日　フォーラム　於：ぎふ清流文化プラザ

　　　　３月上旬　第４回会議（場所未定）
◆良食味米の栽培方法の確立

・施肥・管理等、良食味栽培実証ほの設置（２１カ所）

・（一財）日本穀物検定協会による分析評価（４４サンプル）
◆食味評価体制の構築

・職員の官能評価技能向上のための研修会の開催
　第１回研修会　8/30　於：岐阜市長森コミュニティセンター

（予定）３月上旬　第２回研修会　（場所未定）
　
◆高温環境下における外観品質の向上

・高温障害対策会議の開催
　（8/29於：可茂総合庁舎　　10/6於：中山間農業研究所中津川支所）
・高温に強い新品種の選定強化

　高温耐性品種岐系２０３号の標高適性確認調査
　あきさかりの収量性、品質確認調査

　

◆ハツシモの知名度・評価の向上
・ハツシモ消費者モニター評価の実施

　募集期間　８月１日から９月３０日

　応募件数　３５２件（うち重複応募等無効な応募　２７件）

　モニター当選者数　３２５名

　１１月1日以降、当選者に対して、順次、モニター米と調査票を発送

　回答済み調査票の送付期限　１２月２６日

・食味実態調査の実施（予定調査件数　４００件）
　
◆酒米・もち米の生産振興

・穂肥施用の省力化にむけた肥料試験の実施（１地区）

・生産者と実需者との情報交流会への出席（8/9　飛騨市および高山市内）



（前年度の成果）

	◆ぎふ米競争力強化会議の設置
　県関係機関担当者のほか、関係団体および関係団体が推薦する生産者代表を構成員とする推進会議を設置した。これまでに、県内各地域で行われる美味しい米づくりに関する情報交換や、県外の先進的な事例について情報共有を行った。
◆良食味米の栽培方法の確立
　コシヒカリについては土づくり資材の使用や移植時期の変更が食味向上に寄与することを確認する実証試験などを実施している（１２カ所）

　ハツシモについては登熟の向上が食味向上に寄与することを確認する実証試験などを実施している（９カ所）
(予定）実証試験により生産した玄米について、（一財）日本穀物検定協会が行う食味試験による評価を受ける（対照ほ場も含め４４サンプル）
◆食味評価体制の構築

　水稲の生産指導に当たる県農林事務所担当やＪＡ営農指導員等を対象に、米の食味官能評価技能を向上するため研修会を開催した
　　第１回研修会　8/30　於：岐阜市長森コミュニティセンター

　（予定）３月上旬　第２回研修会　（場所未定）

　　研修参加者　１７名

　食味官能評価に関する研修参加者を対象に、食味の機器測定をテーマにした研修を追加して実施し、米の食味評価方法全体の理解を深める。
　（予定）１２月上旬　於：農業技術センター
◆高温環境下における外観品質の向上

　ぎふ米競争力強化会議の中で、岐系２０３号、あきさかりの試験的な栽培に関する検討を行った。特に県育成品種である岐系２０３号については準高冷地での生育特性を踏まえ、今後の実証の進め方について検討を行った。

◆ハツシモの知名度・評価の向上
　ぎふ米競争力強化会議にひもづくハツシモ研究会を開催し、ハツシモ消費者モニター評価の実施や食味実態調査について検討した。

　ハツシモ消費者モニターは２か月間の応募期間の中で、３５２件の応募があり、このうち有効な応募３２５件についてモニター当選者とした。

（予定）１１月１日以降、順次、モニター用米が発送される。調査票への回答と返送の期限は１２月２６日としている。
（予定）玄米中タンパク含量や食味値および味度値に関するデータを収集するため、昨年度に引き続き４００点程度のサンプル調査を実施する。
◆酒米・もち米の生産振興

　酒米やもち米の生産が盛んな飛騨地域において、穂肥施用の省力化と玄米品質の向上にむけた肥料試験を実施した。
　また、酒米生産者と実需者との情報交流会に出席し、酒造好適米「ひだほまれ」の問題点や課題等整理した。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

〇


	米の消費量が減少傾向にあり、今後さらなる国内産地間競争の激化が懸念されるため、県産米の品質向上による競争力強化が必要である。



	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

△

	コシヒカリについては特Ａ評価を獲得したが、県内でもっとも作付面積が大きいハツシモについては１ランク下のＡ評価となっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

△

	米の食味実態調査は担当職員によるサンプリングが必要だが、年度内の測定、評価検討を行うためには、４００点程度が限界となる。一方、地域版食味コンクールの取り組みが前年度から複数の地域で見られるようになったことから、連携を図り円滑にデータ収集を行えるよう検討したところ。


（今後の課題）

	・「特Ａ」評価獲得のため、栽培条件と官能評価の関連性を明らかにする必要
　がある。
・平成２９年度はさらに「特Ａ」獲得銘柄数が増加し、産地間競争の激化が
　懸念される。


（次年度の方向性）
	・ぎふ米競争力強化会議の推進を継続し、事例研究や競争力の高い県産米生
　産の推進を行う。

・飛騨コシヒカリ、美濃コシヒカリが特Ａ評価を獲得したのに対し、主力品
　種「ハツシモ」は特Ａを獲得できていないことから、実態調査や技術実証
　などさらに注力していく。特に衛星データの活用等によりハツシモの食味
　値の分布を把握したうえで、迅速かつ的確に技術支援が行える体制づくり
　を技術実証を通じて行う。
・良食味米の栽培方法の確立に向けた栽培実証を２５カ所で実施するととも
　に、平成２６年度以降３年間の実績をもとに、良食味米栽培指針を作成す
　る。
・より円滑に多くの食味データを収集するため、関係団体等と連携し、地域
　版食味コンテストを通じたデータ収集を行う。
・米の食味評価に関する専門知識を有する職員等を育成するための研修会を

　開催する。
・岐系２０３号を中心に、高温障害に強い水稲の現地普及方法の検討を行う。
・酒米・もち米の生産振興を継続する中で、新たな酒造好適米品種の栽培実

　証を県下２地域で行う。



